


キャスト――

宝太―農民の子、　ゆら―不思議な少女、　父―宝太の父、　役人１、　役人２、　鬼―神の世界の門番、　稲神―神の世界の長、　権力神（名前変更予定）―力を司る神、　電子レンジ―電子レンジを司る神、　風の子、　陽の子、　雷の子、　土の子、　火の子、　水の子、　欲望神（名前変更予定）―欲望を司る神、　村長（声のみ）、　天狗（MC）―進行、説明

天狗
「さーあさあお立会い！御用とお急ぎでない方は、どうかごゆるりと見ていくがよろしい！これから語る物語とは、奇想天外、奇奇怪怪、ひとりの坊やと不思議な少女が旅をする、巡り巡って訪れるのは、嘘か誠か正夢なのか、神様たちの住む所！今宵あなたの心の中に、遠い昔の思い出に、灯りつづくは希望の光！
さあさお立会い！
どうかご一緒に旅をなさるのならば、携帯電話やぴーえちえすの電源はスパッとお切り願いたい！それではそろそろいい頃合い。不思議な旅路は巡り会い。第四回ちゃりてぃーえんたーていめんと。の、はじーまりーはじーまりーーー！！！！」

♪１　セプテンバー

役人に未納の年貢について責められている父と子。

役人１
「凶作だか何だか知らねえが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おかみ),主人)にお納めする年貢米がこれだけでいいはずがないだろう！」

どつかれおびえる父と子。

役人２
「てめえらクズの様な百姓に出来る事は、俺ら役人や主人の為に米を作って納めることだけだ！それすら出来ないお前らは、この主人の土地にいる資格すらねえんだよ！」

父
「堪忍してくださいませ、お役人様。今年は貴方方もご存知の通り、この土地は日照り続き。四分程残せるはずの家の分の収穫を諦めて税にお納めいたしました。今年お納めできなかった分は、来年必ずお納めいたします故、なにとぞ、今年だけはお許し下さい！　宝太！てめえも頭下げねえかっ！」

父に頭をおさえつけられる。

宝太
「お願えします・・・お願えします！」

役人１
「貧乏百姓の子せがれの名が宝太か！へそで茶が沸くような冗談だな！」

役人二人、顔を見合わせて笑う。

役人１
「３日だけ待ってやる、それまでに残りの米か、それに値する金子を用意しておけ。」

役人２
「それが出来ぬなら土地は没収、てめえらも主上に逆らった罰で投獄だ。何が何でも今年分は収めてもらうからな！」

唾を吐いて役人退場。脱力する父。

父
「そんな・・・」

場面が変わって役所からの帰り道、父の後を宝太が不満そうな顔をしてついてくる。

宝太
「・・・お父っ！」

父
「（立ち止まって）何だ・・・。」

宝太
「お父、なんで？どうして言われっぱなしなんだよ？あいつらだって同じ土地に住んでるんだ！この夏の日照りの大変さを知らないわけないじゃないか！それなのに俺たちだけが白い米を食べられずに木の根、草の根かじってるのに、文句言ってワガママ言ってるあいつらがうまいもの食べて贅沢三昧だ！それなのに何で誰も何も言わないんだ！」

父
「分かったような口をきくな、宝っ！そう思っているのはお前だけじゃないんだ。お父だって思ってる。 だからといって逆らったらどうなるか、お前にも分かるだろう！良くて投獄、百叩き、下手すりゃ田畑を取り上げられて首まで切られるんだぞ！」

宝太
「だからといってこのまま黙っているなんて僕には出来ないよっ！僕、もう一度役所へ行ってお役人様にお願いする！もっともっと一生懸命村の大変さを話せばきっとわかってもらえ・・」

さえぎって

父
「何を夢物語みたいな事言ってるんだ宝っ！そんな事して下手したら、罰になるのはお前だけじゃないんだぞ！お父も、そして村の人たちだって罰を受けるんだ！寝言は寝てから言え！」

宝太
「何だよ・・・幸せな暮しを夢見るのがそんっなにいけないの？農民に生まれたら夢も希望もないの？・・・もういいよっ！」

宝太退場。父しょんぼりして反対側に退場。（父もせりふ？）


宝太独白シーン

♪２　星に願いを
宝太
「どうしてお役人様は、あんなに何かを欲しがるんだろう。僕だったら、みんなが健康でいられて、食べるものに困らなかったのならもうそれ以上、他には何もいらないのに。年貢だってあんなに持っていったら、きっと食べきれないよ。恵みの雨だって降りすぎれば、それは恵みじゃなくなるのに。どうしてあんなに欲しがるんだろう。」

場面が変わり竹林（河原）。

宝太
「（ため息をつきながら）・・・夢物語か・・・」

ゆら
「（後ろから宝太のマネをしながらついてくる）クスクス♪」

ゆらが宝太の着物の裾をひっぱる。宝太は後ろを振り返るがゆらはしゃがんで隠れる。

(気のせいかな？)

ゆらは楽しくおかしそうに宝太の周りをチョコマカする。

宝太
「僕はただ・・・お父やみんなのためにお役人を説得したかったんだ・・・。みんな毎日くたびれたような、おびえたような目をして（おびえるように）暮らしている。僕はただ・・・みんなに楽しく・・・。」

ゆら、また裾ひっぱる。

ゆら
「クスクス♪（人には自分の姿が見えない事を知っているので変わらず振舞う。）」

宝太にはその様子が見えるため、不思議そうにゆらを見ている。

宝太
「君、さっきから何してるの？」

ゆら
「（心底驚く）えっ？・・・あたいが見えるのかい？」

宝太
「見えるも何も・・・」

ゆら
「（とても嬉しそうに「にっ」と笑う）そう･･･見えるんだ！あんたがつまんなそうな顔して歩いているから、ちょっといたずらしてやろうと思ったのさ。あんた、名前は？」

宝太
「宝太･･･。宝物のタカラに太いで宝太｛ここフリつけて｝！君は？見ない顔だけど、どこの村の子？」

ゆら
「宝太！いい名前だね、どうどうとした、立派な名前。きっと宝物のタカラに太いって書くんだろうね！」

宝太
「・・・うん」

ゆら
「うん。・・あたいの名前はゆら。あたいの村には名前なんかないけれど、神様がいっぱいいるところから来たんだ。」

宝太
「？(悩む)ゆら？変わった名前。何でまた・・・。それに神様？君・・・頭大丈夫？」

ゆら
「（遊びながら）ゆらゆら～♪」

宝太
「・・・帰るよ。」

ゆら
「待ちなよぅ！さっきからつまんなそうな顔ばっかして、子供のくせに。あたいにわけを話してごらんよ。」

宝太
「君に・・・？君に話したってしょうがないしなぁ・・・」

ゆら
「むー。そんなもったいぶらないでよう。だってあんたは、宝物のタカラに太いで？」

宝太
「宝太！しょうがないなぁ。じゃあちょっとだけ」

宝太、話し始める。

ゆら
「変なの♪」

宝太
「え？･･･変じゃないよ、これがどこの村でも当たり前なんだ、君のところだってそうだろう？」

ゆら
「ん～ん、あんたが言ってた・・・何だっけ？おやくにん？そんな名前のいばりんぼなんていないもの。」

宝太
「そんな夢みたいな・・・」

ゆら
「夢を持ってるからあたいが見えるんだろ？」

宝太
「えっ？」

ゆら
「何でもないっ」

宝太
「・・・。」

ゆら
「そうだ！あたいの住んでる所へおいでよ！夢かどうかその目で確かめればいい。ちゃんとあるんだから。あんたが見てるような夢の世界が。」

宝太
「そんなばかな・・・」

ゆら
「もしも！あたいがほんとうにその世界をあんたに見せたのなら・・・

約束してくれる？あんたは決して夢と希望を捨てないって！（理想の世界を諦めないって！）」

宝太
「（嬉しそうに）うん！」

ゆら
「よしッ決まり！じゃあ目を閉じて（出入り口の所まで宝太を連れて行く。どぉーん♪と突き落とす）」

宝太　
「わぁーーー！」

大きな門とドライアイスがかかっているところに宝太、転んでいる。

宝太　
「痛いなぁ。」

ゆら　
「クスクス・・・。ほら、あの門が入り口だよ、行こう！」

宝太の腕を引っ張っていく。ゆらが門に手をかけると雷鳴がする。

鬼が子鬼を引き連れて現れる

（保留＊＊＊＊＊＊＊＊（音楽スタート）。

鬼　　
「待て～！」踊る（もしくはゆらが途中で加わる）＊＊＊＊＊）

鬼　　
「ゆらではないか。こんな所で何をしている。そっちの坊主は･･人間じゃないか！コラッ！何で人間なんか連れて来たんだ！」

宝太、腰が抜けている。

ゆら　
「待って、怒んないでよぅ。この子は鬼さんが嫌いな人間とは違うんだよ！向こうの世界にいる時からあたいがずっと見えてるんだ。」

鬼　　
「なにっ？」

ゆら　
「ねっ？この子中に入れてもいいだろ？」

鬼　　
「（宝太をじろじろ見ながら）ほぉーーーこいつをねぇ？」

宝太
「あわわ。あわわ。」

鬼
「うーむ。中に入れてやらないこともないわけではないこともないぞ」

宝太
「・・・？どっち？」

ゆら
「入れてくれるんだよ！やった！鬼さんありがとう！」入ろうとする

鬼
「待―て待て待て待て・・。た！だ！し！今から俺の踊るダンスを、お前さんたちがうまーく踊れるたなら、中に入れてやる」

ゆら　
「宝太ならきっと大丈夫だ！」

鬼　　
「そう簡単なものか！」

♪３　鬼のパンツ

天狗
「やんややんやと鳴り物入りで、鬼のダンスと来たもんだ！～～説明～～～」

鬼
「ほっほう！よーし、お前らを中に入れてやらないこともないわけではないこともないでやろう！」

宝太
「どっち？」

ゆら
「入っていいってさ！やったね宝太！」

門の中の世界。神々や精霊たちのお祭り、和太鼓（ドラム？）笛（フルート？）とにかくお祭りぽいBGM。踊り子の精霊がいたらすてきかも。

ゆら　
「やってるやってる。」

宝太　
「ゆら、これは何？楽しそう。」

ゆら　
「今日は７日に１度の神様のお祭りなのさ。ほら、こっちにいるのが山の神様で、あっちにいるのが草花の神様に、安産の神様。端にいるのが電子レンジの神様」レンジでチン音

宝太　
「７日に１度のお祭りだって？僕のところなんて、今年は凶作で、１年に一回の豊作祭でさえ中止だって村長さんが・・・。」

ゆら　
「だったらここで楽しんでいけばいいじゃないか。あ、稲神様がいるっ。稲神様ぁー。」

稲神、ゆらに呼ばれて舞台中央へ

稲神　
「ゆらか・・・。相変わらず元気そうじゃの。」

ゆら　
「稲じぃもね。紹介するよ。この子、宝太っていうの。人間なんだ。

　　　　　　なんかネングだかテングなんだか知らないんだけど、悩んでるみたいだから稲じい、何とかしあげてくれないかなぁ」

稲　　
「ほぉ、お主人間か。ちょうどいい、ワシもお前さんに聞きたいことがある。その前にいいものをあげよう。」　　

おーーい（手をたたく）

♪４　オレンジ・ペコ（曲名？）

宝太　
「おにぎり？」

稲　　
「ただのおにぎりではないぞ！この世界でとれた夢を呼ぶ米で作ったおにぎりだ。食べなさい。」

宝太　
「白米のおにぎりなんて何ヶ月振りだろう：：いただきまーす！」

ゆら　
「ます！」

稲　　
「ここの子供達はみんなこの米を食べて大きくなるのじゃ、身体に栄養がまわるだけではなくて、心にまでも栄養がまわる。そうして育った豊かな心が、夢を見、人の心を動かすんじゃ。：：もっとも最近ではそうもいかないがな：：。宝太と言ったな、話をしてくれ、人間の世界はワシが与えた作物をどうあつかっているんだ？」


かくかくしかじか。説明。

稲　　
「そんなことになっていたとは：：」
♪５ 未定

権　　　　　「話は聞いてたよ。あたしの所にも毎日のように、人間界から力がほしいだの、地位がほしいだの金がほしいだの、くだらない事ばっか声が聞こえてくるから嫌になっちまうさ。そんなのは自分の力で何とかしろ。何でまたこんなに低いレベルの願いばっかかなぁ。どうなってんの？あんたの世界」

宝太　
「それが無かったら誰も生きてなんかいけないからだよ：：。」

稲　　
「どうやらワシ達が与える恵みや力も、一部の心ない者たちが独りジメしているようなんじゃ：：。権力神や、どうしてやったらいいかの？」

権　　
「冗談じゃないよ。そんな風にしか私が与える力をあつかえない世界なら、今すぐ終わりにしてやるさ。ヤリの雨を降らせてカミソリの風を吹かせてやる！」ヤリ～のくだりにわかり易いフリをつける

ゆら　
「本気？」

宝太　
「ちょ：ちょっと待って！確かに女神様が怒るのもムリはありません。けれどそんな世界でも僕の住んでいるところなんです」

権　　
「知ったことか！」

宝太　
「それなら時間を下さい！ゆらと約束を果たせるだけの：：。」

ゆら　　
「ほーた：：。」

権　　
「ゆらと約束だって！」

宝太　
「はい、さっきゆらと交わした、自分の夢をあきらめない！っていう約束です。」

権　　
「夢ねぇ。」

ゆら　　
「お願いだよ、ほーたが大人になるまで、夢を叶えるまで持ってあげよーよ。いつでもできるじゃん、ヤリの雨を降らせてカミソリの風を吹かせるなんてさ」←フリね

宝太　
「そりゃ僕は農民だし、何の権力もない：：けど村のみんなを幸せにしたいという気持ちは、今のお役人なんかには絶対負けないから」

権　　
「：：わかったよ、そのかわりあんたが今の人間界の、力や恵みを独りジメするようなくだらないオトコになったのならば、あたし容赦しないからね！」

ゆら　　
「大丈夫だよ。ほーたなら。ね！」

宝太　
「ありがとう。女神様」

権　　
「ホラ、この世界をまだ見てくんだろ？さっさと行っちまいな」

ゆら　　
「はーい。次ぎいくよ。ほーた。」

権　　
「どうやらあの子に足りないのは力かな：：。稲じいアタシが力を貸すべきものは、ああいう人間なのかな」

稲　　
「そのようじゃな。ワシも人間にはここのところウンザリしていたが、あの子を見ているとまんざらすてたモノでもなさそうじゃ」

権　　
「あの子から逆に教わっちまったみたいだねぇ」

稲　　
「あぁ：：礼をせんとな」

権　　
「そうだね」

♪６　未定

火　　
「おい、聞いたかい？」

風　　
「何をさ？」

火　　
「今日の祭りにゆらが人間の子どもつれてきたんだってよ」

陽　　
「え？どうしてこの世界に人間がいるのよ」

火　　
「知るもんか」

土　　
「仲良くなれるかなぁ」

火　　
「オレはゴメンだね、人間なんか大嫌いだ」

水　　
「どうして？興味ないの？」

雷　　
「オレもイヤだな。人間の子どもだよ、子どものうちはまだマシかも知れないけれど。大人になった人間を見たことある？」

陽、水、土　「うぅん」

雷　　　
「オレたまーに父ちゃんと雲の上にいる時見ちゃうんだ」

陽、水、土　「何をー？」

風　　
「戦争でしょ。私もたまに空気の草原を散歩しているとでくわすもの。

風の羽衣に血の匂いがついちゃってかなわないわ」

陽　　
「うわぁ：：、そんな事して何が楽しいのかしら」

土　　
「僕もお母さんから少し聞いた事があるかも：：血で大地が汚されていやになっちゃうって」

水　　
「そっか、土くんのママは沢山の植物の子育てもしているしね」

火　　
「とにかく、そんな野蛮な奴らの子どもがいるってだけでオレは気分悪いよ」

ゆら　　
「おーい、みんなー」

水　
「ゆらの声だわ」

陽　　
「隣にいるの誰かしら：：男の子よ、もしかしたらっ」

土　　
「人間？」

ゆら　　
「宝太、紹介するよ。風ちゃん、水ちゃん、火クン：：みーんな精霊様の子どもだよ。この子たちは大人になったら精霊様になるのさ」

宝太　
「あの：：こんにちは」

火　　
「何しに来たんだよ人間小僧！」

ゆら　　
「何を言うんだい。火！」

火　　
「こいつら戦争なんかの為に火矢だの焼きうちだのって、ムダにオレらを使うんだ！」

土　　
「血でオイラの母ちゃんの大地を汚すんだ」

雷　　
「水だって、母ちゃんはその血を洗い流すのに使われるんだぜ？」

水　　
「：：そうかも知れないけど」

陽　　
「みんな少し落ち着いて！この子が可哀相じゃない」

風　　
「そうよ、いきなり寄ってたかって！それにこの子がやったわけでもないわ、まだ私達と同じ子どもよ」

＊＊＊

火　　
「その：：悪かったよ。ごめんな」

宝太　
「ううん、君たちがそう思うのも無理ないよm僕でさえ：：」


ゆら気をまわすそぶり。

ゆら　　
「さぁ、暗いムードはその辺にして、みんな自己紹介してよ」

宝太　
「うわぁ、みんなすてきだなぁ。僕は宝太、みんなが知ってる通り人間だけど：：。ヨロシクね」

陽　　
「宝太は人間の世界ではいつも何をしているの？」

＊＊＊

宝太　
「ムダにするなんてとんでもないよ！そりゃ身分の高い人達は少しでも傷があったりしたら捨ててしまうけど、僕達百姓は明日食べるものさえ困っているのに」

雷　　
「どうして困るんだよ。自分達で食べ物作っているんだろ？」

宝太　
「それは・・・年貢っていう決まりがあって、せっかく自分達で収穫した食べ物でも、ほとんどは税として身分の高い人たちに納めなくちゃならないんだ」

水　　
「そんなのおかしいわよ」

宝太　
「僕だってそう思うよ。身分が高いってだけで僕達から食べる物や、生活、しまいには村のみんなの笑顔までうばってしまんだから」

雷（レンジ）「そうだったのか・・・」

陽　　
「私たち勘違いしていた。人間はみんな欲が深いばかりだと思っていたけれど：：宝太みたいに一生懸命働いてるのに満たされない人達もいたのね」

宝太　
「：：僕にもっとできることがあれば、村のみんなに疲れ切った顔や哀しい顔はさせないのに：：。心でいくらそう思ってたって、結局は何もできない。自分が悔しいよ：：。」

火　　
「：：泣くなよ。よく分かった。オレ達が力になるよ！」

風　　
「そうよ、私達だって宝太達みたいに、毎日心を込めて働いている人間に幸せになってほしいもの」

♪７　ドント・ストップ・ミー・ナウ


不穏さを表現する兆し。通奏低音のような。

土
「何か変な足音がしないか？大地が騒いでる」

陽
「なんだか陽も翳ってきたわ」

雷
「もしかすると・・・」

声　　
「そういうわけにはいかないなーーーー」

ゆら　　
「誰！」

欲　　
「うーーーい」

水　　
「あなたは、欲望神！」

欲　　
「そう簡単に質素で地味な人間に出しゃばってもらっちゃ困るなぁ。なんせワタシのこの身体は、人間の欲でできているのだしな」

火　　
「なんてやな身体なんだ」

陽　　
「ホント。誇らしげに言うことないじゃない。」

風
「あなたのせいで欲だらけの人間に、心ある人間が苦しめられてるのよ！」
欲　　
「そんなのワタシに関係ないだろう。ここまでワタシが強く大きくなれたのも、全て欲、欲、欲！欲の強い人間様のおかげ！えげつない欲望バンバンザイだ！成功する人間だって、欲の強い奴と決まっているのさ」
宝太
「確かに僕の世界でも、お役人さんが偉いことになってるし、欲も強いけど・・・。あんな風に誰かを追いやることが、本当に偉い人のすることなもんか！」

欲
「ほほう。人間小僧。お前さんがそう言うのも最もだ。でもお前さんの望みは何だった？何を夢見た？みんなの幸せを願うというのは、お前さんの欲望じゃないのかい？」

宝太
「・・！確かに！僕、みんなの幸せや豊かな暮らしを願った。それは欲なのかな？僕自身もお役人たちと一緒で、欲しがってばかりなのかな？自分やみんなが寒さに凍えない、お腹を減らして困ることのない世界を、確かに僕、願ったよ」

欲
「ほらみろ！小僧、お前さんも一緒なのさ。人間は何かを望み、そのことで誰かを傷つけて、そのことには気づいたり気づかなかったり。腹を空かさないように、喉が渇かないように、常に何かを欲望しつづけて生きるのさ。もっともワタシが喰らいたいのは、誰かを蹴落としてまで望まれる欲望だがな」

宝太
「僕、僕・・・。」

ゆら
「ほーた！」

欲
「ハッハー！何も言えないようだな、人間小僧。
（そうだ！ギトギトしててドロリと溶ける、美味い欲望を喰らうために、この小僧を欲望の固まりに変えてしまうのも悪くはないな）
　おい小僧！お前さん権力や欲望は真っ平だ、というような顔をしているが、今までに腹いっぱいになったことも、物に溢れた暮らしをしたことも無いのだろう？もしお前さんが望むのならば、その手に掴ませてやろう。もしお前さんが願うのならば、満ち足りた生活というものを見せてやる！さあ手を開くんだ！

どぉーーーーん！！」


宝太、ゆらの方を見つつも思わず手を広げてしまう。

止めようとするゆら。場面転換。宝太の叫び声が響く。

♪８　BGM


欲望の世界（照明スポット何本かでもいいかな）

宝太
「イタタタ・・。まったく最近よく落ちるなぁ。洗剤じゃあるまいし。・・あれ？ここは・・。あ！【豪華で物に溢れたことを説明することば】

すごいなぁ。何でもあるなぁ。うわ！こんなに豪華なご飯みたことないや。ちょっと食べてみよ。ムシャムシャムシャ。おいしい！こんなにおいしいものだったらお父にも食べさせてあげたいなぁ。ムシャムシャムシャ・・・。ふー。もう食べられないや。僕、生まれて初めてご飯を残した」

ゆら
「ほーた！」

宝太
「あ、ゆら！」

ゆら
「あ、ゆら！じゃないよ、まったくもう。ここ来るの大変だったんだからさぁ。稲じいに入り口聞いて飛んできたのに。そしたら宝太ったらのんきにご飯なんて食べてるし。」

宝太
「ゆらも食べてごらんよ。こんなにおいしいご飯は滅多に食べられないよ！」

ゆら
「ほーた・・・。ほんとにそれでいいの？」

宝太
「？」

＊＊＊＊＊もう一要素＊＊＊＊

ゆら
「そのご飯はどうなるの？もうお腹いっぱいで食べられないのに、もっと欲しいの？ほーたが欲しかったのは、お腹が減って困らない世界じゃなくて、お腹いっぱいになってもまだ食べ物が出てくる世界なの？」

宝太
「それは・・・」


声が聞こえる・もしくは照明で色変えられるとベスト

火
「宝太！炎は冷えたからだを温めたり、食べ物を焼いたりできる。でもそれ以上に燃えさかったら、全てを燃やしてしまうよ」

水
「確かに水は生き物を育むわよ。でも、川を溢れさせてそれを全て流しさるのも、また水なの」

電子レンジ
「俺も俺も！」

ゆら
「ほーた！思い出して！あたしがほーたに話し掛けたのは、ほーたにはその大事なことがわかってたからなんだよ！夢を見るってことがどういうことなのか！」

宝太
「みんな・・・。僕今わかった。ちゃんと思い出した。本当に大事なこと。夢を見て、そのことで悩んで、それを目指そうとする。それは誰かを追いやる欲望になんかならないってこと。そう！僕が農民でも、そんなの全然関係なかったんだ。はは、わかったよ、ゆら。本当に豊かな暮らしはいつだって！」
ここのセリフにかぶるくらいで、ぜひオリジナル曲を入れてほしいなぁ。


ゆら満面の笑みで宝太の手をとる。んで場面転換かな？


神の世界

陽
「宝太が帰ってきたわ！」

欲
「おや、人間小僧。ずいぶんお早いお帰りで・・・。どうだい？綺麗な着物や食べきれないご飯は、一度味わったらもう忘れられないだろう？（どれどれこの小僧もそろそろ喰いどきかな？）」

宝太
「欲望神・・。あの世界に僕を送ってくれてありがとう！」

欲
「いやいや。神様たるもの人間のためになってこそ、だからな」

権
「まったくよく言うよ！」

欲
「（さあ、手から喰おうか足にしようか！いっそ一思いに頭からか！）」

宝太
「・・ゆらたちに言われて気づいたんだ。」

欲
「・・・？ほう。何を？」

宝太
「僕は人間だから、生きているからお腹もへるし、喉だって渇く。でも、それが満たされるのなら、それだけで十分だよ。それ以上はいらない。みんなも笑顔でいてくれればいい。僕が本当にほしいのはそこまで。」


欲望神、衣装一部落とす

欲
「はっはっは！こいつは面白い。お前さんはよりよく暮らそうという欲望を、意味の無いものだと思うのか？」

宝太
「そうじゃないよ。何かを必要とするのは大切なことだよ。ただ・・・」

欲
「ただ？」

ゆら
「本当に必要なものと、そうでないもの。見分けがつきにくいから、みんな間違えちゃうんだね」

宝太
「うん！そう。ゆらの言ったとおり！」


欲望神、衣装一部落とす

欲
「何を・・何を言ってるんだ」

宝太
「欲望神さん」

欲
「何をいってるんだ！世の中で人より幸せに生きるには、強い欲望があればこそだろう！」

宝太
「そうじゃないよ。本当に幸せに生きるなら、必要以上のものはいらないんだ！もし持ちすぎちゃったりしたら、とんだりはねたり自由に出来なくなるよ」
衣装一部落ち

ゆら
「あれれ？なんだか着物がぱらぱら落ちてるよ？」

稲
「ゆら。その昔、欲望神というのは何かを目指す、大切な心のうちのひとつじゃった。たしか人間たちはそれを《希望》と呼んでおったかな。
じゃが欲望神、いつの日からかお前さんは、本当に必要なものよりもっとたくさんを、人間たちに求めさせるようになる。それからか、お前さんが身体に☆☆☆をまとうようになったのは」

欲
「・・・。どうして、よりいいものを目指すのがいけない？今よりたくさんのものが欲しいだろう！今よりいいものを食べたいだろう！どうして・・」


衣装バラバラ落ちる

宝太
「きっと欲望神さんも、本当に大事なこと、気づいてるんだ。だからこうして余計なものが・・」

欲
「うるさい！ワタシから離れてくれ！どこかに行ってくれ！」

権
「お前にもようやくわかったみたいだね」

欲
「体が・・！体が！」


欲望神　衣装の飾り全部おとす。



欲望神退場。演出は実際やって決めましょう。

宝太
「欲望神はどうなったの？」

稲
「なに、心配いらん。やがてまた元の姿、希望にもどり、人間たちを照らしはじめるだろう」

ゆら
「あんなでも大切な神様だったんだね」

稲
「うむ。・・・だからこそ宝太、これだけは覚えておいとくれ。希望といものもひとたび行き過ぎてしまうと、それは欲望になってしまうことがあるんじゃ。そうなった心がどういうことをするのか、それはお前さんがその小さな二つの瞳で見たまんまなのじゃよ」

宝太
「うん。稲神さま。僕よくわかった。」

ゆら
「宝太も大きくなったもんだ！いやぁよくやった！グッジョブ！」

宝太
「（黙って親指を立てる｝」

稲
「さて、宝太、これからお前さんは人間界に帰ることになる。そこにあるのは決して楽ではない毎日かもしれない。しかし、お前さんが今わかったと言った、その想い、果たして貫くことができるかな？」

宝太
「僕、がんばるよ！決してお役人たちみたくはならないって約束する！」

稲
「さあ・・・。言うのは簡単じゃがな・・」

みんな
「宝太なら大丈夫だよ！」

宝太
「みんな！」

稲
「（これだけ信じられている子なら大丈夫かの）」

権
「稲じいはああ言って試してるだけさ」

火　　
「そうだよ宝太、自分の世界でも負けるんじゃないぞ」

雷　　
「お前が大人になる頃には俺たちも大人になる。そしたら全力で味方になるよ」

水　　
「だから絶対に、今の気持ちを忘れないでね」

陽　　
「そうよ。約束してね」

風　　
「人間界へ行っても風に乗って遊びに行くから」

土　　
「僕も大人になって大きな大地になったなら、いやってほどお前の村に恵みを与えてやるよ。だからがんばれよ」

宝太　
「みんな、ありがとう」

ゆら　　
「よかったね」

稲　　
「ほほ。もちろんワシらもおよばずながら力になる。何か困った事があったら何でもいいなさい」

権　　
「ああ、お前みたいなまっすぐな人間は久しぶりに見たよ」

宝太　
「稲神様、女神様ありがとうございます。僕はもう、今の気持ちを忘れたり、夢をあきらめたりはしないから。それから、ゆら、君に会えて本当によかった。すばらしい世界を見せてくれてありがとう」

ゆら　　
「あはは。あたしが見せたんじゃない。あんたのキレイな心が見せたんだよ」


場面転換

♪９　春～spring～
↓♪１０　バックに　ホール・ニュー・ワールド↓


人間界

父
「お！どうした宝太？そんなにこにこして。おめえ、さっきよりなんだかたくましくなったように見えるぞ？」

宝太
「父ちゃんの気のせいだよ」

父
「そか？どでもいいけどよ、おめえがそんなににこにこしてると、俺まで嬉しくなっちまうよ。さ、宝太、仕事すんぞー！」

宝太
「はい！お父！」

父
「そうだ、宝。さっき村長が言ってたけども、今年はやっぱり祭りをするってよ」

宝太
「え！」

父
「やっぱり祭があればみんな張り切るし、笑顔にもなれるからな」

宝太
「そっか！お父！がんばろう！」


舞台暗転。村の若い衆が祭りに向けて準備をする声、喧騒。


「そっちもってくれー！お前さんはあっちに回ってくれ！」


「がやがやざわざわ」

村長（声）
「準備はできたかー？さあさ、皆の衆。今日は待ちに待ったよさこい祭じゃ。年寄りも子供も大いに騒いで楽しむがよかろう。きっとわしらの神様たちも、盛大に祝ってくれるはずじゃ！それではみゅーじっく・すたーーとぉぉぉぉー！！」

♪１１　よさこい

＊＊＊最後―　天狗　メンバー紹介やるかどうか。最後に締めるセリフ（講談調）いれるかどうか。
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